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厚生年金基金解散に伴う特別損失の発生に関するお知らせ 
 

平成 26 年 2 月 28 日付「厚生年金基金の特例解散に関するお知らせ」で開示いたしましたとおり、当社及

び一部の連結子会社が加入する複数事業主制度の「東部ゴム厚生年金基金」は、平成 26 年 2 月 19 日開催の

代議員会において特例解散の方針を決議いたしました。 

前回公表に引き続き、同基金の解散に伴い発生する損失の金額につきましては確定しておりませんが、同

基金からの現時点で入手可能な情報を基礎として、平成 26 年 3 月期における解散損失見込額を厚生年金基金

解散損失引当金として計上いたしますので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．解散に伴う損失の発生と業績に与える影響 

厚生年金基金の解散に伴い発生が見込まれる損失に備えるため、平成 26 年 3 月期における解散損失

見込額に対して、従来から計上しておりました同基金に対する「年金資産消失損失引当金」との差額を

特別損失として計上いたします。解散損失見込額と特別損失計上額は次のとおりです。 

 

  個別 連結 

平成 26 年 3 月期 解散損失見込額 Ａ 219,710 千円 225,256 千円

年金資産消失損失引当金 Ｂ 169,617 千円 175,163 千円

平成 26 年 3 月期 特別損失計上額 Ａ－Ｂ 50,093 千円 50,093 千円

業績に与える影響の詳細は、本日公表の「平成 26 年 3 月期通期決算短信」をご覧下さい。 

 

２．解散の時期 

厚生年金基金の解散につきましては厚生労働省の認可等が必要であり、同基金の解散の時期は 2 年～

3 年後と見込んでおります。 

以 上 


